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１．研究計画の概要
ヨネ・ノグチ（野口米次郎、１８７５−１

９４７）は明治以降、初めて英語で書かれた
詩集を刊行した日本人として知られ、第二次
大戦までは、その思想や芸術観はイエイツら
の象徴主義にも影響を与え、戦前、欧米の文
学界ではアジアの詩人としてはインドのタ
ゴールと並んで高い評価をえていた。しかし、
欧米の物質主義に対して東洋の精神主義を
唱え、第二次大戦中、若者を戦争へと駆り立
てるような詩を盛んに発表していた。そのよ
うな国粋主義的言動に対して、戦後の文壇は
厳しく戦争責任を問い質したが、彼自身は何
の釈明もしないまま、まもなく没したのであ
る。そのためにヨネの思想や美学を論じるこ
とはいわばタブーとなって、今日ではほとん
ど忘れ去られた状態にある。

一方で、ヨネの息子である彫刻家イサム・
ノグチの世界的評価が高まり、イサム芸術に
おける東西文化の矛盾的共存という特質が
父親のそれと重なっているようにも思われ
る。例えばイサムは、芸術家ヨネのことにつ
いては、「私の父ヨネ・ノグチは、日本人で
あり、詩を通じて、西洋に対して東洋を理解
せしめた人物として早くから知られていま
す。私はこれと同じ仕事を、彫刻によって行
いたいのです」とまで書き記している。

父ヨネは青年時代を欧米で過ごしたがゆ
えにかえって日本主義・東洋主義に傾倒し、
逆に息子イサムは青年時代を日本で過ごせ
なかったゆえに、日本的なものに対して鋭い
感性を発揮した。本研究は二つの文化に同時
に精通しながら、そのどちらにも自己同一性
を見いだせないことを「文化的二重国籍性」
としてとらえ、その矛盾を生きて、芸術作品

として実現することの重要性を明らかにす
るものである。

２．研究の進捗状況
（１）ヨネ・ノグチは当時の日本人として

は傑出して欧米文化事情に精通していたの
みならず、米国、英国、インド等各地に多く
の知人友人を持ち、日本文化を積極的に欧米
に紹介する「文化大使」の任を担っていた。
それにも関わらず、なぜあれほどまでに極端
な国家主義へと与していったのかが、第一の
問題である。本研究では、それを「文化的二
重国籍性の破綻」が原因であることを明らか
にした。すなわちヨネが青年時代に被った米
国における被差別的な扱いが彼にルサンチ
マンを植え付け、英国的なものに対する日本
的なものの優位性という思想の核を形作っ
たとしても、ヨネが英語で思考し、英語でそ
の作品を発表している限りは、そのような思
想は表面化しなかった。しかしながら、帰国
後１７年にして日本語で作品を発表しはじ
めたときを境に、ヨネが抱えていた「文化的
二重国籍性」は破綻を来たし、国家主義へと
傾斜していったと考えられるのである。

（２）第二の問題は、ではこのような「文
化的二重国籍性」がヨネにのみ関わる概念な
のかといえば、例えばヨネの友人である画
家・牧野義雄は長くロンドンに留まり、やが
て国籍によって評価が左右されることのな
い、自らの芸術を完成させるに至る。あるい
はヨネが帰国し，旺盛な執筆活動を続けてい
た明治末から昭和初期の時代そのものが，日
本という国家の文化的二重国籍性が破綻す
る時期でもあった。ヨネの長女の夫となる外
山卯三郎は北海道帝国大学予科、京都帝国大
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学文学部でドイツ美学を学び､また当時のフ
ランス美術にも精通するのみならず、自らも
文芸活動や前衛的芸術活動に携わった美術
評論家である。そのように当時の西洋に関し
て一流の知識を持っていた人物が、陸軍軍人
で満州国創設にも深く関与した石原莞爾の
蔵書を引き受け兵法に関する書物の翻訳に
携わってもいたのである。

これら例からも「文化的二重国籍性」とい
う概念は決して静態的なものではなく、その
二重性を一元化しようとするベクトルと、あ
くまで二重性を保持し続けようとするベク
トルとの力動性のなかにあることが明らか
になった。

３．現在までの達成度
②おおむね順調に進展している
「ヨネ・ノグチの美学」を明らかにするこ

とにより「文化的二重国籍性」という概念を
打ち立てられたことが、一番の成果であり、
かつそれをイサム・ノグチや牧野義雄、外山
卯三郎らとの比較によって一層明らかにし
てきた。ただし本研究は「比較受容史的研究」
でもあり、ヨネの美学が欧米あるいはインド、
中国など諸国にどのように受容されたのか
についての研究が依然として十分だとはい
えない。ロンドンにおけるヨネの講演、イエ
イツ等との書簡の交換、タゴールとの論争な
どを通じて、ヨネの美学のもたらした国際的
な影響を歴史的に明らかにすることが残さ
れた課題である。

４．今後の研究の推進方策
３で取り上げた課題を遂行するために、ロ

ンドンでの講演を詳細に分析し、ヨネの美学
の何が受け入れられ、何が拒否されたのかを
明らかにする。またヨネと親交のあったイエ
イツやエズラ・パウンドとの関係から、欧米
における象徴主義やイマジズムの形成にヨ
ネの美学が何かしらの影響を及ぼしていた
ことも考えられる。

また「文化的二重国籍性」の政治性を追求
するために、パウンドおよびタゴールとの関
係を明らかにする。前者は第二次大戦中、イ
タリアのファシズムに深く関与し、ヨネとの
親和性が強いが、後者は欧米列強の中国侵略
に対して真っ向から対立する。そのような論
争を通じて「文化的二重国籍性」の概念をよ
り現実に即応可能なものとして発展させる
ことが重要である。

５. 代表的な研究成果
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線）
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